
　
七
月
三
〇
日

　
昨
夜
は
磯
崎
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
藤
森
の
巨
石
文
化
を
少
し
ば
か
り
楽
し
み

過
ぎ
た
。
十
一
時
半
過
世
田
谷
村
発
。
十
二
時
五
〇
分
五
反
田
Ｔ
Ｏ
Ｃ
、
ト

モ
コ
ー
ポ
物
流
セ
ン
タ
ー
建
設
定
例
打
合
わ
せ
。
十
七
時
大
学
、
森
の
学
校

打
合
わ
せ
。
そ
の
他
。

　
七
月
三
十
一
日

　
終
日
雑
事
に
忙
殺
さ
れ
る
。
十
八
時
半
調
布
馬
場
さ
ん
宅
。
打
合
わ
せ
。

終
了
後
烏
山
に
戻
り
、
河
野
君
大
野
君
等
と
会
食
。
二
十
二
時
半
修
了
。
明

日
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
藤
森
番
組
取
材
に
世
田
谷
村
が
賛
助
出
演
す
る
為
に
世
田
谷
村

は
片
付
け
で
大
騒
ぎ
。

　
八
月
一
日
　
日
曜
日

　
十
七
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ｖ
ス
タ
ッ
フ
、
藤
森
照
信
来
る
。
藤
森
さ
ん
の
番
組
に

出
演
す
る
。
世
田
谷
村
二
階
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
写
し
て
、
三
番
勝
負
と
や
ら

を
録
画
し
た
。
二
十
二
時
過
ま
で
か
か
る
。
異
常
な
る
大
食
漢
で
あ
っ
た
藤

森
さ
ん
も
、
少
し
ば
か
り
大
食
ぶ
り
が
小
振
り
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、

つ
ま
り
常
人
に
戻
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
、
何
と
な
く
ホ
ッ
と
す
る
。
六
〇
才

近
く
な
っ
て
あ
の
大
食
が
続
い
て
い
る
よ
う
だ
と
、
何
だ
か
あ
ま
り
食
べ
な

く
な
っ
て
い
る
こ
ち
ら
は
悲
し
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
な
。

　
八
月
二
日

　
十
一
時
過
ぎ
研
究
室
、
森
の
学
校
打
ち
合
わ
せ
。
十
四
時
伊
藤
さ
ん
来
室
。

十
七
時
迄
打
合
わ
せ
。
再
び
森
の
学
校
打
合
わ
せ
。
十
八
時
過
大
学
を
出
て
、

一
九
時
過
京
王
稲
田
堤
、
厚
生
館
現
場
へ
。
近
藤
理
事
長
、
八
大
建
設
西
山

社
長
と
打
ち
合
わ
せ
。
二
〇
時
現
場
を
発
ち
、
二
〇
時
三
〇
分
新
宿
へ
戻
り
、

コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
で
デ
ー
ビ
ッ
ド
、
石
井
と
再
び
森
の
学
校
打
ち
合
わ
せ
。

二
十
一
時
半
修
了
。
二
十
二
時
、
世
田
谷
に
戻
り
、
今
日
初
め
て
の
食
事
。

飯
位
キ
チ
ン
と
食
べ
た
い
。

 - 

書
評 - 

「
高
山
建
築
学
校
の
伝
説
」

　
伝
説
な
ど
と
い
う
、
い
さ
さ
か
実
態
よ
り
も
過
分
な
書
名
が
附
さ
れ
た
こ

の
書
物
は
、
一
九
七
二
年
に
飛
騨
高
山
の
数
河
峠
を
起
点
に
運
営
さ
れ
た
、

建
築
家
倉
田
康
男
を
校
主
と
す
る
私
塾
の
記
録
で
あ
る
。

　
今
も
、
姿
形
を
変
え
な
が
ら
こ
の
私
塾
は
開
催
さ
れ
て
い
る
様
だ
が
、
校

主
・
倉
田
康
男
は
す
で
に
亡
く
、
私
の
考
え
で
は
関
わ
っ
て
き
た
主
要
と
思

わ
れ
る
人
間
の
大
半
は
故
人
と
な
っ
た
。
教
師
陣
で
生
き
て
動
い
て
い
る
の

は
哲
学
の
木
田
元
先
生
と
、
建
築
史
の
鈴
木
博
之
、
そ
し
て
私
く
ら
い
な
も

の
だ
ろ
う
。

　
虎
穴
に
入
ら
ず
ば
虎
児
を
得
ず
、
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
が
、
こ
の
私
塾
は

バ
タ
バ
タ
と
教
師
が
亡
く
な
る
経
過
を
見
つ
め
る
限
り
は
、
墓
穴
を
掘
ら
ず

ば
本
性
も
視
え
ず
、
の
感
が
あ
る
私
塾
で
あ
っ
た
の
が
良
く
解
る
の
が
、
こ

の
書
物
の
功
績
で
あ
ろ
う
。
特
に
倉
田
康
男
の
姿
形
は
こ
の
書
物
に
よ
っ
て

初
め
て
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
人
間
は
、
死
ん
で
初
め
て
姿
形
が
ハ
ッ
キ

リ
す
る
。
三
〇
年
経
っ
て
視
え
て
き
た
の
は
、
七
二
年
開
校
の
高
山
建
築
学

校
も
又
、
一
九
六
八
年
の
騒
乱
、
異
議
申
し
立
て
の
大
事
件
の
明
ら
か
な
産

物
で
あ
っ
た
事
で
あ
る
。

　
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事
件
、
出
来
事
に
は
歴
史
的
連
関
が
あ
り
、
関
数
が
働
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い
て
い
る
。
そ
の
事
実
が
鈴
木
博
之
、
木
田
元
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
浮
き

彫
り
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
具
体
的
に
。
高
山
建
築
学
校
と
い
う
小
さ
な

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
一
九
六
八
年
と
い
う
近
代
と
現
代
の
境
界
の
時
を
視
え
る

よ
う
に
し
て
い
る
面
白
さ
が
あ
る
。
一
九
六
八
年
は
近
代
の
終
わ
り
を
知
ら

せ
る
変
革
の
年
で
あ
り
、
そ
の
余
震
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
。
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